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円と接線

円と接線において次の定理が成り立つ。

　1 . 円の接線と接点を通る半径とは互いに垂直である。

　　例）右の図の円Ｏにおいて ,ＰＡ ⊥ ＯＡ , ＰＢ ⊥ ＯＢ である。

　2 . 円の外部の１点からひいた２本の接線の長さは等しい。

　　例）右の図の円Ｏにおいて ,ＰＡ = ＰＢ である。

【１】  コンパスと定規を用いて , 右の図の点Ｐから

　　円Ｏへの接線を作図しなさい。

【２】下の点Ｏを中心として , 半径２㎝の円Ｏをかき ,

　　点Ｏから６㎝の距離に点Ｐをとり , 点Ｐから

　　円Ｏへの接線を作図しなさい。

　　また , 三平方の定理を利用して , 接線の長さを

　　計算しなさい。

Ａ

Ｐ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｏ

接線のひき方

円Ｏの外部の点Ｐから接線をひく場合 , コンパスと定規を

用いて , 次の手順で作図できる。

　①  線分ＰＯの中点Ｏ’を求める。

　②  ＰＯ’を半径とした円Ｏ’をかく。

　③  円Ｏと円Ｏ’の交点をＡＢとする。

　④  接線である直線ＰＡ,ＰＢをひく。

接線の長さ

Ｐ Ｏ
Ｏ’

Ｐ Ｏ

Ｏ

三平方の定理

直角三角形の直角をはさむ

２辺の長さを a , b ,

斜辺の長さを c とすると , 

a 2 + b 2 = c 2 a

c
b

4　　㎝

6㎝

x㎝
2㎝

Ｐ

接線の長さを x とすると ,
三平方の定理より ,

32

x 2 + 22 = 62

 x2 = 32
x > 0 だから , x  =　　　= 4 2

2
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【２】 右の図のように , 点Ｐから半径 3 ㎝の円Ｏに接線をひき , 接点をＡとする。

　　線分ＰＡの長さが 6 ㎝のとき , 線分ＰＯの長さを求めなさい。

ア

ウ

エ

イ

円の接線は , 接点を通る半径に　　　　　　　　なので ,

∠ＰＡＯ = ∠ＰＢＯ = 　　　　　　°

直径に対する　　　　　　　　　は 90°であるから ,

∠ＰＡＯ,∠ＰＢＯは円Ｏ’の直径ＰＯに対する　　　　　　　　　である。

よって , 接点Ａ,Ｂは円Ｏ’の円周上にある。

オ

カ キ

ク ケ

【３】 右の図のように , 四角形Ｐ,Ｑ,Ｒ,Ｓの各辺が円Ｏに点Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄで

　　接しているとき ,ＰＱ + ＲＳ = ＰＳ + ＱＲであることを□をうめて

　　証明しなさい。

円の外部の１点からひいた２本の接線の長さは

　　　　　　　　　ので ,

ＰＡ = 　　　　　　, ＱＡ =　　　　　　,

ＲＢ = 　　　　　　, ＳＣ = 

ＰＱ + ＲＳ = （ＰＡ + ＱＡ）+（ＲＣ + ＳＣ）

ＰＳ + ＱＲ=（ＰＤ + ＳＤ）+（ＱＢ + ＲＢ）=ＰＡ + ＳＣ + ＱＡ + ＲＣ =（ＰＡ + ＱＡ）+（ＲＣ + ＳＣ）

よって ,ＰＱ + ＲＳ = ＰＳ + ＱＲである。

【１】  右の図において , 点Ｐから円Ｏにひいた接線の

　　接点Ａ,ＢはＰＯを直径とする円Ｏ’の円周上にある。

　　このことを□をうめて , 証明しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｐ Ｏ
Ｏ’

Ａ

Ｐ Ｏ

3㎝
6㎝

答え

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＰ

Ｑ Ｒ

Ｓ

Ｏ

垂直

円周角

円周角

90

等しい

ＰＤ ＱＢ

ＲＣ ＳＤ

線分ＰＯの長さを x ㎝とすると ,
ΔＰＯＡはＰＯを斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , x 2 = 62 + 32 = 45

45x > 0 だから , x  =　　　= 3 5

3　　㎝5
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円と相似

右の図のように２つの弦ＡＢ,ＣＤの交点をＰとすると ,

ΔＡＰＣ∽ΔＤＰＢである。

【１】  右の図の円Ｏにおいて ,２つの弦ＡＢ,ＣＤの交点をＰとする。

　　次の問いに答えなさい。

【２】 右の図において , 円Ｏの２つの弦ＡＢ,ＣＤを延長した直線の

　　交点をＰとすると ,ΔＡＰＤ∽ΔＣＰＢとなることを証明しなさい。

Ｃ

Ｄ
Ａ

Ｂ

Ｐ

6㎝

9㎝

4㎝

Ａ

Ｂ

ＰＯ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ａ

Ｂ
Ｐ（1）ΔＡＰＣ∽ΔＤＰＢとなることを□をうめて , 証明しなさい。

（2）ＢＰの長さを求めなさい。

ア

イ

ウ

エ

ΔＡＰＣとΔＤＰＢにおいて ,

ＣＢに対する　　　　　　　　　は等しいので ,

∠ＣＡＰ = ∠  　　　　　　　　　　　…①

ＡＤに対する　　　　　　　　　は等しいので ,

∠ＡＣＰ = ∠  　　　　　　　　　　　…② 

（
（

①， ②より， 　　　　　　　　　　　　　　がそれぞれ等しいので，

 ∽ ΔＡＰＣ

オ

カ

答え 6 ㎝

円周角

ＢＤＰ（ＰＤＢ）

円周角

ＤＢＰ（ＰＢＤ）

ΔＤＰＢ

2 組の角

ΔＡＰＣ∽ΔＤＰＢより, ＡＰ：ＤＰ = ＣＰ：ＢＰ

6：4  = 9：ＢＰ

ＢＰ =　　= 6　　　6
36

ΔＡＰＤとΔＣＰＢにおいて ,

ＢＤに対する円周角は等しいので ,

∠ＰＡＤ = ∠  ＰＣＢ　…①

共通の角なので ,

∠ＡＰＤ = ∠  ＣＰＢ　…② 

①， ②より， ２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＰＤ∽ΔＣＰＢ

（
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答え

（1）

答え

（2）

Ｏ

x㎝

【１】  下の図の x の値を求めなさい。

Ｏ

4㎝
6㎝

6㎝

5㎝

7㎝

4㎝

x㎝

x㎝

8㎝

3㎝
Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

答え

（3）

Ａ
11㎝

【２】 右の図において , Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄは円Ｏの円周上の点で ,

　　ΔＡＢＣはＡＢ  =  ＡＣの二等辺三角形である。

　　ＡＤとＢＣの交点をＰとすると ,ΔＡＢＰ∽ΔＡＤＢと

　　なることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

x = 8

x = 5

ΔＡＰＣとΔＤＰＢにおいて ,
∠ＣＡＰ = ∠ＢＤＰ　…①

∠ＡＣＰ = ∠ＤＢＰ　…② 
①， ②より， ２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＰＣ∽ΔＤＰＢ

よって ,ＡＣ：ＤＢ = ＣＰ：ＢＰ

6：x = 3：4
x  =　　= 8

3
24

x = 5.6

ΔＡＰＣとΔＤＰＢにおいて ,
∠ＣＡＰ = ∠ＢＤＰ　…①

∠ＡＣＰ = ∠ＤＢＰ　…② 
①， ②より， ２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＰＣ∽ΔＤＰＢ

よって ,ＡＰ：ＤＰ = ＣＰ：ＢＰ

7：x = 5：（11 － 7）
x  =　　= 5.6

5
28

8：（6 + 4） = 4：x
x  =　　= 5

8
40

ΔＡＰＤとΔＣＰＢにおいて ,
∠ＰＡＤ = ∠  ＰＣＢ　…①

∠ＡＰＤ = ∠  ＣＰＢ　…② 
①， ②より， ２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＰＤ∽ΔＣＰＢ

よって ,ＡＰ：ＣＰ = ＤＰ：ＢＰ

ΔＡＢＰとΔＡＤＢにおいて ,

ΔＡＢＣは二等辺三角形だから ,∠ＡＢＰ = ∠  ＡＣＢ　…①

ＡＢに対する円周角は等しいので ,∠  ＡＣＢ = ∠  ＡＤＢ　…②

①， ②より ,∠ＡＢＰ = ∠  ＡＤＢ　…③

共通の角なので ,∠ＰＡＢ = ∠  ＢＡＤ　…④ 

③， ④より， ２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＢＰ∽ΔＡＤＢ

（
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【１】  コンパスと定規を用いて , 右の図の点Ｐから

　　円Ｏへの接線を作図しなさい。

　　また , 円Ｏの直径が 6 ㎝ , 円の中心Ｏから点Ｐまでの

　　距離が 8 ㎝のときの接線の長さを計算しなさい。

Ｐ

Ｏ

接線の長さ

答え

【２】  右の図において , ＡＢは円Ｏの直径 ,ＣＤは点Ｅにおける

　　円Ｏの接線である。 x の値を求めなさい。

Ｏ

8㎝
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ Ｂ
12㎝

x㎝

Ｑ

Ｐ

【３】 右の図において , Ａ,Ｂ,Ｃは円周上の点であり ,

　　∠ＢＡＣの二等分線と円との交点をＰ, 弦ＢＣとの交点をＱとする。

　　次の問いに答えなさい。

（1）ΔＡＢＰ∽ΔＡＱＣとなることを証明しなさい。

（2）ΔＡＢＰ∽ΔＢＱＰとなることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ
Ｃ

㎝

接点をＡとすると ,ＯＡは円Ｏの半径だから ,ＯＡ = 3 ㎝

接線の長さを x とすると ,
ΔＰＯＡはＰＯを斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より ,

55

x 2 + 32 = 82

 x2 = 55
x > 0 だから , x  = 55

8㎝

3㎝

Ａ

x = 4.5

点ＣからＢＤに垂線ＣＦをひくと ,　ＣＦ= ＡＢ = 12 ㎝

円の外部の１点からひいた２本の接線の長さは等しいから ,
ＣＥ= ＣＡ= x ㎝ ,  ＤＥ= ＤＢ= 8 ㎝

ΔＣＤＦはＣＤを斜辺とする直角三角形だから ,

三平方の定理より , ＣＦ2 + ＤＦ2  = ＣＤ2

 　　　　　　　　122 + （8 − x） 2  = （ x + 8） 2

これを解いて ,　 x = 4.5

Ｆx㎝
8㎝

ΔＡＢＰとΔＡＱＣにおいて ,

ＡＰは∠ＢＡＣの二等分線だから ,∠ＢＡＰ = ∠  ＱＡＣ　…①

ＡＢに対する円周角は等しいので ,∠  ＡＰＢ = ∠  ＡＣＱ　…②

①， ②より ,２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＢＰ∽ΔＡＱＣ

ΔＡＢＰとΔＢＱＰにおいて ,

ＰＣに対する円周角は等しいので ,∠  ＱＢＰ = ∠  ＣＡＰ

ＡＰは∠ＢＡＣの二等分線だから ,∠ＢＡＰ = ∠  ＣＡＰ

よって ,　∠  ＱＢＰ = ∠ＢＡＰ　…①

共通の角なので ,∠ＡＰＢ = ∠  ＢＰＱ　…②

①， ②より ,２組の角がそれぞれ等しいので，ΔＡＢＰ∽ΔＢＱＰ

（
（


